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『新型コロナウイルスCOVID-19の院内感染防止システムの開発』
【背景】
①新型コロナウイルスCOVID-19による感染症による感染症拡大が、
国内外で同時多発的に発生！

②医療機関の院内感染防止が、日本および世界の社会課題！

③医療現場の安全性を確保するためにインターネットとモバイル
通信を基盤としたIoT、AI、ビッグデータ分析等のICTを駆使し

「新型コロナウイルスCOVID-19院内感染防止システム」
の確立が急務！

④医療現場での院内感染防止ニーズに合致した日本だけではなく
世界に有用な「院内感染防止システム」が重要！

⑤本年国際標準化が完成した低コストで効率的なWebの枠組み
でのIoTであるWoT(Web of Things)の活用が有効！



『新型コロナウイルスCOVID-19の院内感染防止システムの開発』
【課題】

①新型コロナ感染症患者の約20％院内感染
（高齢者施設感染を入れると約40％）

②症状別（重症、中症、軽症、無症状）のクラス分けとこれに
対応した高度医療機関、診療所、保健所との診療に関わる情報
システムが未整備！

⇒首都圏を中心に医療機関の機能停止の原因！
（東京：永寿総合病院、中野江古田病院、墨田区の都立墨東病院、
神奈川：聖マリアンナ医科大横浜市西部病院、川崎協同病院、
埼玉：彩の国東大宮メディカルセンター等）

⇒最適診療が実施できていないために突然の重症化の発生！



『新型コロナウイルスCOVID-19の院内感染防止システムの開発』



『新型コロナウイルスCOVID-19の院内感染防止システムの開発』
【目標】

(1) 医療現場ニーズに基づく「院内感染防止情報プラットフォーム」を
中心に短期間でシステム開発

(2) 院内デジタル情報プラットフォームによる不完全防備接触ゼロ化

(3)医療従事者の意思決定用リアルタイムデータ収集基盤を確立

①AI音声入力支援（防護服のままでの情報操作）
②入院患者/③外来患者/④軽症者/⑤医療従事者/⑥PCR検査
モニタリングシステム

⑦スタッフ調整、⑧ベッドコントロール、⑨医療材管理、
⑩スタッフ教育 サブシステムを開発！を実現！

従来の手入力、対話、電話から「デジタル・プラットフォーム」
によって代替し患者間、患者・医療従事者の無防備接触ゼロ化！

「中軽症患者の重症化防止」による最適診療環境を実現！



コンタクトフリーの遠隔診療（院内）

コンタクトフリー のための 音声 音声認識 AI処理

コンタクトフリーの遠隔診療（院外）ホテル/自宅患者）

EarlySense社の例

Tytocare社の例
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『新型コロナウイルスCOVID-19の院内感染防止システムの開発』
●研究開発体制と推進方法

(1) 感染症対策に重要な司令塔体制

(2) WoTを用いたアジャイル型（変更前提の俊敏な）研究開発手法

(3) スーパーテレワークによる開発

関係機関へシャープな意思決定と実行指示を行うハイレベル
司令塔会議を設置し即時実行体制を整備！

①開発工程が短く操作性に優れたWebベースのセンサー・デジタル
プラットフォームをWoT（Web of Things、WebによるIoT）で整備！

②開始後速やかに医療現場に設置、センサー・ネットワークを整備、
サブシステム毎に稼働開始、日常業務に活用・フィードバックによる
アジャイル型ソフトウェア・アップデート手法で数か月で稼働開始！

③システム全体の第1次稼働を1年で実現！

企業内を超えた異組織の高セキュリティ相互接続による共同作業



『新型コロナウイルスCOVID-19の院内感染防止システムの開発』



（参考）コロナテック・イスラエル企業との連携の可能性
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